
 

                             27高教福第 519号 

                             平成27年８月31日 

 

  

各市町村（学校組合）教育長 様 

 

                          高知県教育長 

 

総務事務集中化システムの稼働に伴う手当に関する 

取扱いについて（通知） 

 

県立学校の総務事務集中化システムが平成27年９月１日から稼働されることに伴

い、これに関連する通知についても一部改正し、同月１日から施行します。 

改正内容については下記のとおりですので管内学校に周知をしてください。 

 

記 

 

扶養親族の認定について（平成17年３月20日付け16高教職第1323号教職員課長通知） 

 別紙の新旧対照表のとおり改正する。 

  ＜主な改正点＞ 

   県立学校の総務事務集中化システムの稼働にあわせて内容を整理するもの。 



 

 

新      旧      対      照      表 

新 

扶養親族の認定について（抜粋） 

(平成17年３月20日 16高教職第1323号教職員課長通知) 

 

第２ 扶養親族届等の取扱い 

  １ 略 

  ２ 記載事項 

  (1) 提出の日付 職員が学校長に提出する日をいう。 

   

(2) 受理の日付 学校長が届出内容等を確認し適正な届である

と認め、現実に受け付けた日をいう。 

   

(3) 所属長の認印 学校長の私印とする。 

    この認印は、学校長の確認を意味するものであるから、届

を受理したときは、記載事項、添付された証明書等を検討

し、該当者であることの確認をするものであること。 

 

第３ 除外の場合の取扱い等 

 １～２ 略 

 ３ 教職員・福利課長は、扶養親族の認定後、扶養親族としての

要件を欠くに至った場合の手続に抜かりがないよう、職員に扶

養親族としての要件を欠くこととなる事由を周知するため、

「扶養親族認定後の留意事項」（別紙）を職員に交付するこ

旧 

扶養親族の認定について（抜粋） 

(平成17年３月20日 16高教職第1323号教職員課長通知) 

 

第２ 扶養親族届等の取扱い 

  １ 略 

  ２ 記載事項 

  (1) 提出の日付 職員が学校長に提出した日をさすものである

こと。 

  (2) 受理の日付 学校長が届出内容等を確認し適正な届である

と認め、現実に受付けた日をさすものである

こと。 

  (3) 所属長の認印 学校長の私印とする。 

    この認印は学校長の確認を意味するものであるから届を受

理したときは、記載事項、添付された証明書等を検討し該当

者であることの確認をするものであること。 

 

第３ 除外の場合の取扱い等 

 １～２ 略 

 ３ 学校長（市町村（学校組合）立学校にあっては教職課長）

は、扶養親族の認定後、扶養親族としての要件を欠くに至った

場合の手続きに抜かりがないよう、職員に扶養親族としての要

件を欠くこととなる事由を周知するため、「扶養親族認定後の

別 紙 



 

 

と。 

第４ 届出の手続き 

 １ 略               

 ２ 届出を受けた学校長は、提出された届の記載内容、提出部

数、添付書類等を調査検討し、適正な届であると認めるとき

は、現実に受付けた日をもって受付印及び認印を押印するこ

と。 

  その後、直ちに、当該市町村（学校組合）教育委員会に提出す

ること。 

 ３ 市町村（学校組合）教育委員会は、校長から提出された届出

を現実に受付けた日に受付印を押印し、直ちに教職員・福利課

に提出すること。 

 

第６ 扶養親族認定書の保管及び整備 

 １ 学校長は、認定された扶養親族届の「写し」（以下「扶養親

族認定書」という。）を保管すること。 

  

２ 人事異動によって職員が勤務公署を異にしたときの取扱い 

   学校長は、保管している扶養親族認定書を、職員が新たに所

属することとなった公署の所属長に送付すること。 

   

 

 

 

留意事項」（別紙）を職員に交付すること。 

第４ 届出の手続き 

 １ 略             

 ２ 届出を受けた学校長は、提出された届の記載内容、提出部

数、添付書類等を調査検討し、適正な届であると認めるとき

は、現実に受付けた日をもつて受付印及び認印を押印するこ

と。 

  なお、市町村（学校組合）立学校にあっては、直ちに、当該市

町村（学校組合）教育委員会に提出すること。 

 ３ 市町村（学校組合）教育委員会は、校長から提出された届出

を現実に受付けた日に受付印を押印し、直ちに教職員課に提出

すること。 

 

第６ 扶養親族認定書の保管及び整備 

 １ 学校長は、認定された扶養親族届（市町村（学校組合）立学

校にあっては「写し」）（以下「扶養親族認定書」という。）

を保管すること。 

 ２ 人事異動によって職員が勤務校を異にしたときの取扱い 

   学校長は保管している扶養親族認定書を、職員が新たに所属

する学校の学校長に送付すること。 

   

 

 

 



 

 

  

 


